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第３７号 

令和 元年７月発行 

公益社団法人 

東大和市シルバー人材センター 

安全管理委員会 

 増田安全管理委員長挨拶 

東大和市ＳＣの事故発生件数は平成２９年度４件に対し、３０年度は１０件と２．５倍増になり

ました。事故多発の要因はルール違反と高齢化に伴う体力の低下です。 

二連梯子の一人作業、梯子上部の固縛なく安全帯未着用で墜落、自転車の過積によるハンドル操

作不能による転倒、車道から歩道への段差乗越しでは体力不足で乗越せず転倒などです。対策は会

員一人一人が就業・途上の危険を予知し備えることです。 

３ページに「一人危険予知活動」の解説を掲載しましたので実行されることを強く期待しています。  

 

 

≪巡回結果≫ 

１．ＫＹへの取組み 

・朝礼が実施されている。（危険個所を確認し周知

している） 

・過去の事故事例等をリストにし「1人ＫＹ」を実

行する準備を整えてください。 

２.作業の割り当て 

・中木、低木の剪定に適切な人員配置をしていた。 

・体調不調者への適切な作業配分。 

３．健康管理 

・体調管理されている。 

４．装備について 

・十分な装備をしていた。ただし、保護メガネ未

使用。マスク着用を検討してください。 

５．作業実態 

・脚立を適正位置に移動し、作業を実施。ただし

上部の固縛なし。高木の剪定時は脚立上部と樹

木の固縛を検討してください。 

６．万が一、事故が起きた場合はすぐに事務局へ

連絡してください。 

 

※巡回結果は巡回実施職群にフィードバックし共

有化を図ります。 

～安全就業パトロール報告～ 

実施日：令和元年 5 月 20 日（月）、5 月 23 日（木）実施職群班：植木剪定班 

脚立は樹木に固縛し作業 

脚立の保管と標識設置 
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令和元年度東大和市安全就業標語最優秀賞 テーマ１「作業方法・手順の確認とルールの順守徹底」 

           仲間内 ルール違反を 見過ごすな    高木 横川たまえ 

平成 30 年度東大和市シルバー人材センターでの傷害事故は 10 件であり、除

草班の事故に関しては、4 件（転倒１件、熱中症１件、茶毒蛾刺され 2件）あり

ました。今後は事故を減少すべく、対策を練り上げて、除草班及び各職群班で共

有したいと考えています。 

≪臨時除草班役職会議開催 令和元年 6 月 5日（水）≫ 

開催経緯：本年 5 月、除草班員が車道に出て除草作業をしていたため、市民から危険である

と、注意喚起があった。安全標識（カラーコーン等）や交通誘導員の配置がなく、

事故が起きてからでは遅いので、安全対策を講じるよう指摘を受けた。 

参 加 者：除草 5班（芋窪、湖畔、南街、東京街道、向原）班長、副班長、会長、安全管理委

員長、安全管理副委員長、事務局 

議  題：市民からの作業中に関する注意喚起について（車道側での除草作業の危険性、対策

についての注意喚起） 

 

■除草班各班長としては 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車道際の除草作業 除草班役職会議の様子 

①車道側での作業の危険性については常日頃感じている。 

②安全標識（のぼり、パイロン等）の設置については、目的地まで自転車使用である為、作

業道具が満載の状態であり、安全標識は、軽量・小型で、自転車に積載できるサイズが得

られれば、是非利用したいとの意見でした。 

①就業会員の安全が最優先されるべきであり、危険な箇所には十分な配慮が必要です。 

②安全標識の設置に関して除草班各班長の意見を集約し、具体策を早急に検討する。 

 

①平成３０年度東京都シルバー人材センター事故受付件数は過去１０年間で最多となった。 

②東京しごと財団の事業計画が示され、安全就業について重篤事故の発生と事故件数の減少

をめざし連合全体で継続的に取り組むようになっている。 

③会員ひとり一人が危険に対する感受性を高めることが必要であり、ＫＹＴ・ＫＹＫによる

事故防止施策のすすめについて説明があった。 

■安全管理委員会としては 

■立石会長からの報告 
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令和元年度東大和市安全就業標語最優秀賞 テーマ２「周辺に潜む危険防止」 

        気を抜くな 慣れた手順に 潜む事故     高木 横川たまえ 

＜１人ＫＹとは？＞ 

■１人で作業を始める前に頭の中で危険を「予知・イメージする」事 

 ■何時でも、何処でも、短時間に危険をイメージする事 

＜どんな効果がある？＞ 

 ■作業開始前に危険を発見できる 

■事故回避のために１人で指差し呼称をし、意識を集中できる 

事故Ｏ（ゼロ）を目指して！ 

１人でＫ（危険）Ｙ（予知）しましょう！ 

＜具体的にどんな事が事故につながるかイメージする＞ 

 
墜落・転落しないか？ 

 はさまれて、巻き込まれないか？ 

  腰を痛めないか？ 

   蜂や毒虫はいないか？ 

    異物が目に入らないか？ 

     ぶつからないか？ 

      火事にならないか？ 

       転ばないか？ 

        やけどしないか？ 

         倒れて落ちてこないか？ 

          濡れていて滑らないか？等々 
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今年も暑い季節になりました。 

特に屋外作業就業会員の方は 

をし、熱中症にかからないようにしましょう。 

こまめに をし、 などの対策をよろしくお

願いいたします。 

 
 

 

 

 

会議のテーマを『植木班手引きの習得』とし、

植木班安全管理委員から解説されました。内容

は以下になります。 

・グループ就業での効率向上と安全就業の実

現・記載内容の遵守・班長の任務について（作

業指示と安全就業） 

・二人作業の励行・会員自らの安全就業確認

（脚立設置、転倒防止、梯子の固定、安全ベ

ルトの着用等）について 

・事故発生者や高齢者への適正ランク付け等

について解説され参加者の認識を得ました。 

安全管理委員が同席し、安全管理の必要性、

事故発生時の解析と再発防止について解析し

ました。 

植木班安全学習の様子 

 

会員の皆さん！  

７月の後半に を実施します！ 

センターから配布される調査用紙に必要事項を記入のうえ、センターへ提出してください！ 

 

 

 

今年も安全管理委員会より安全グッズを全会員

に配布いたします。 

今年の安全グッズは「ひんやり快適クールタオ

ル」です。 

タオルを水にぬらして、軽く絞ってから少し振る

と、ひんやりとした涼感が得られます。少し幅広タ

イプなので、首に巻く以外にもアイシングに使った

り、フェイスタオルとしても使えます。是非ご活用

ください。 

第１回植木班安全勉強会が開催された 

令和元年５月１７日（金） 

 

安全グッズの配布について 


